
 

令和４年度 民間事業者研究会活動 

 

■活動方針 

平成５年に設立された民間事業者研究会も来年で３０年が経ちます。先に３０周年を迎えられ

た（公財）区画整理促進機構と共に、区画整理にまつわる諸問題の調査研究や国および自治体と

の意見交換など民間事業者が横の連携を持ち、積極的に活動をしてまいりました。 

まちづくりの環境はこの３０年の間に大きく変容してきました。昨今では経済界・産業界にお

いては「カーボンニュートラル」に大きく舵を切り、ビジネスにおいて脱炭素を除いては成立し

ない風潮があります。区画整理も新市街地から既成市街地へのシフトをしてきており、今後は建

物や環境エネルギーと一体となったまちづくりが更に求められるようになるでしょう。 

しかし、一方で民間施行による区画整理が年々減少し、自治体も含めた区画整理経験者が少な

くなってきています。未来を支える若い世代に今一度「区画整理」の重要性についての理解を深

めてもらい、区画整理を支える人財育成を図っていかなければならない使命があると思われます。 

 

■活動概要 

総会 令和４年７月１５日開催、１６社３８名参加（うち web 参加４名） 

役員会 
第１回：令和４年７月１５日開催、８社９名参加 
第２回：令和５年１月２６日開催、９社１７名参加（うち web 参加８名） 
※第２回については幹事会との合同会議 

活動報告会 令和４年７月１５日開催、１６社３６名参加（うち web 参加４名） 
幹事会 ６回開催 

分科会 

「区画整理 PR」検討分科会 
１８社３２名参加、６回開催（各回の概要は後述） 
【テーマ】 
近年の当分科会は区画整理にとらわれないテーマに取り組み、コロナ禍でもリ

モート参加により活発な意見交換を行いました。そして外側からまちづくりを

俯瞰してみた時改めて痛感する課題、それは「区画整理」がマイナーであるとい

う事実です。再開発と区画整理はよく比べられますが、再開発に比べて区画整

理は情報発信力が乏しい。国や自治体のＨＰを見ても専門的な用語が並び、お

そらくＺ世代（いわゆるデジタルネイティブの若者世代）に「区画整理」という

言葉は浸透していません。 

そこで、今年度はもう一度区画整理に焦点を戻し、区画整理をもっと分かりや

すく、もっと説明しやすいものにするための方策を研究します。Ｚ世代を中心

とした若い世代に「区画整理」という言葉を浸透させるために、区画整理の何が

分かりにくいのか、どのような情報発信が効果的かなど議論を進め、最終的に

若い世代を巻き込んだ区画整理ＰＲ企画を計画しています。例えば区画整理を

ＰＲする動画コンテスト開催などです。 

この調査研究活動を行う中で、一般の人々から「区画整理」がどう見られている

かなど、新たな気付きや発見をすることができると思います。参加企業でまち

づくりに携わる多くの皆様に是非ともご参加いただきたいと思っております。 

講演会 

「区画整理の認知度向上と今後の事業展開に向けて」 
元足利大学教授  簗瀬 範彦 氏 
日 時：令和４年１１月２９日（火） １５：３０～１７：００ 
参加者：３０名 
民間研：２６名（うち Web 参加１７名） 
当機構：４名（うち Web 参加１名） 

意見交換会 国土交通省都市局市街地整備課（令和４年１２月１日） 
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